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エグゼクティブサマリー
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◆売上は対前年同期比で約91％の成長、計画を約24％上回った

◆特に米国消化器内視鏡領域での伸びが継続、上期に続き大きく成長

◆第２四半期の欧州に続いて、当第３四半期では米国の貢献利益が黒字化。日米

欧で営業部隊が利益貢献するフェーズに入った

◆当第３四半期の営業利益は計画を下回ったものの、前年同期比では赤字を約4

２％削減し、上期に引き続き赤字縮小に成功

◆炎症性腸疾患（IBD）に対する創傷治癒効果に関連する特許取得
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(単位：百万円) 2024/4月期 Q3 2023/4月期 Q3 増減

事業収益 2,984 1,558  +1,426

売上原価 1,040 721 +319

粗利益 1,944 837 +1,107

粗利率 65% 54% +11%

研究開発費 364 301 +63

販管費 3,198 2,873 +325

営業利益 △1,618 △2,337 +719

経常利益 △335 △2,002 +1,667

純利益 △699 △2,082 +1,383

損益計算書の概要

事業収益は前年同期比約91％増、粗利益11ポイント増の結果、上期に引き続き営業赤字の改善を達成。
送金詐欺損失などにより特別損失を計上。
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貸借対照表の概要

(単位：百万円) 2024/4月期 Q3 2023/4月期 Q3 増減

流動資産 5,658 5,354 +304

現金及び預金 1,274 1,108 +166

売掛金 1,004 545 +459

たな卸資産 2,954 2,824 +130

その他 426 875 △449

固定資産 112 117 △5

資産合計 5,771 5,471 +300

流動負債 1,159 947 +212

借入金 300 400 △100

その他 859 547 +312

固定負債（転換社債等） 3,996 3,520 +476

負債合計 5,156 4,467 +689

純資産 614 1,003 △389

負債・純資産合計 5,771 5,471 +300

売上増に伴い売掛金が増加。ファイナンスによる転換社債等により固定負債が増加。
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(単位：百万円)

四半期売上実績推移

継続して高い成長を維持。上期に引き続き、過去最高額を達成。
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四半期売上高の推移

四半期売上高計画と実績の推移
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四半期営業利益の推移

四半期営業利益計画と実績の推移
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123百万円
(16%) 改善

２９４百万円
(34%) 改善

第3四半期は計画を下回ったものの、前年同期比では営業赤字を約３億円、約４2％削減し、上期に引き続き営業赤
字縮小を達成。

３０２百万円
(42%) 改善

欧米直販営業人員維持など
により、計画未達
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営業経費と貢献利益のイメージ

欧米の耳鼻咽喉領域および心臓血管外科領域については、直販営業人員の期初の大幅削減に続いて更なる削減を
行う計画としていた。しかしながら、現状で貢献利益※1の損益分岐点が見えているため、将来の利益貢献のため現
状の直販人員を維持することとした。

売上

営業経費

損益分岐点：
到達すると赤字が増えない

粗利益

営業経費と貢献利益のイメージ

※１貢献利益：粗利益－営業経費（営業人件費、販促費等）

利益・経費

現状 来期イメージ

営業経費：
売上と連動して増加するため、
販管費全体は増加する

貢献利益：
営業の利益貢献額。
これで固定費をカバー
できれば営業黒字化
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販売活動の進捗：ヨーロッパ

消化器内視鏡領域（GI）
最大市場であるドイツにてFUJIFILM Europe社による販売
体制が本格稼働し、大規模施設の開拓が計画通りに進捗。イギ
リスでは既存施設の深耕策の効果が出ており、また中東地域で
受注を得るなど開拓も進んだ。

心臓血管外科領域
主要大病院に注力する方針により、欧州最大規模の病院も順
次開拓し、特にドイツ、イギリスにおける直販体制が想定通りに
進捗。中東から初受注。

耳鼻咽喉科領域（ENT）
KOLネットワークを駆使した営業が効果を発揮しており、特に
イギリス、アイルランドで売上が急速に伸長。

第２四半期で黒字に転換した貢献利益の拡大を達成。

ヨーロッパの売上高実績

当期Q3売上高 1,092百万円

前年同期売上高 ７７０百万円

増減 ＋322百万円

増減率 41%増

当期Q3計画達成率 109%

代理店変更を実施したドイツを中心にGI市場で順調に販売が進捗し、対前年同期比41％で成長、計画も達成。
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販売活動の進捗：米国

米国の売上高実績

当期Q3売上高 928百万円

前年同期売上高 168百万円

増減 ＋760百万円

増減率 451%増

当期Q3計画達成率 172%

消化器内視鏡領域（GI）
新規顧客獲得に加え、既存顧客の使用量拡大も順調に推移し、
上期に引き続きQ3売上高も計画を大幅に超過。

耳鼻咽喉科領域（ENT）
製品のアピールポイントを止血から創傷治癒へ転換する戦略
変更が奏功。全米を代表するような巨大アカウントが次々と
購買を開始、売上高は計画を超過。

当第3四半期で貢献利益黒字化を達成。

消化器内視鏡領域（GI）、耳鼻咽喉領域（ENT）ともに前年同期および今期計画を大幅に上回る結果。
第３四半期時点で通期の売上計画を超過した。
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販売活動の進捗：米国GI

GIは、新規顧客獲得数が既に通期計画を上回ったことに加え、既存顧客内での使用量拡大も同時に実現し、
Q3時点で通期の売上計画を達成した。

GI四半期売上高計画と実績の推移
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販売活動の進捗：日本

⚫ 販売活動はほぼ計画通りに推移し、貢献利益の拡大
を達成

⚫ 新規顧客獲得に加え、既存顧客の製品使用量を増や
す施策が奏功しており、貢献利益の更なる拡大を図
る

日本の売上高実績

当期Q3売上高 635百万円

前年同期売上高 300百万円

増減 ＋335百万円

増減率 111%増

当期Q3計画達成率 105%

継続して高い成長率を維持しており、貢献利益の黒字化拡大を達成。
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販売活動の進捗：オーストラリア

⚫ 前期から続く政府による民間保険価格の見直しにより、
当社製品価格が約50％下落

⚫ 政府の動向、業界との交渉の方向性は引き続き不透明
感がある

⚫ 既存顧客を中心とした営業活動により、前年同期を上
回る販売数量を達成し、前年同等の製品販売額を確保

⚫ 収益性の悪化を抑えるためにコスト最小化を図る

外部要因により売上高は横ばいであるものの、販売数量は前年を上回る実績。

オーストラリアの売上高実績

当期Q3売上高 307百万円

前年同期売上高 306百万円

増減 +1百万円

増減率 0.3%増

当期Q3計画達成率 99%
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主要パイプラインの開発状況（2024年3月現在）
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：承認済み

：開発中

表：開発パイプライン

領域 製品 欧州 米国 日本

外科領域

止血材（PuraStat） 上市済み 上市済み 上市済み

Primary Bleeding 適応拡大準備中 上市済み 上市済み

後出血予防 上市済み 上市済み

次世代止血材
（脳→全身）

治験完了
販売承認申請準備中

開発戦略検討中 開発戦略検討中

粘膜隆起材
(PuraLift)

テストマーケティング中

組織再生領域

癒着防止材：鼻
(PuraGel)

上市済み

癒着防止材：産婦人科 ヒトPOC試験準備中 ヒトPOC試験準備中

創傷治癒材
(PuraDerm)

テストマーケティング中

直腸粘膜炎治癒材 臨床試験準備中 上市済み

炎症性腸疾患 ヒトPOC試験準備中 ヒトPOC試験準備中 ヒトPOC試験実施中

DDS領域

siRNA核酸医薬 治験計画策定中

悪性胸膜中皮腫 共同開発先にて臨床試験開始

ワクチン 共同研究開始

複数の地域に分散し、開発リスク、市場リスクを最小化。日米欧それぞれに上市製品を有し、大きな成長ポテンシャルを獲得。

：24.4期Q3の動き
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創傷治癒材の炎症性腸疾患（IBD）領域への展開

グローバルで数兆円の市場である炎症性腸疾患（IBD）領域への適応拡大準備中。

日本のKOLにより、有望な動物実験の結果が実証

⚫ 日本：自己組織化ペプチドによる治療により、潰瘍の長さと面積が大幅に減少し、さらにin vivoの腸創傷モデルにおける治
癒を促進。IBDの有望な治療戦略を表す可能性あり

⚫ 米国：2022年4月、直腸の粘膜炎等の治癒に対する製造販売承認を取得
⚫ 論文

➢ Therapeutic Potential of a Self-Assembling Peptide Hydrogel to Treat Colonic Injuries Associated with Inflammatory Bowel Disease, 
published online 2021

ヒトでのPOC取得に向け、医師主導臨床研究を推進中

⚫ 日本：2023年６月、炎症性腸疾患領域における効果確認のための医師主導特定臨床研究を開始。同年9月に最初の患者組
み入れを実施

⚫ 本特定臨床研究ではピュアスタットの潰瘍治癒効果の検証を行う
⚫ 本件に加えて複数の医師主導特定臨床研究を行い、早期にProof Of Concept（POC）を取得することを目指す。POC
を取得した暁には、本格的な開発を開始する計画

⚫ 2024年２月には学校法人久留米大学と共同で、IBDに起因する腸管の潰瘍および瘻孔の治療および予防を目的とする自
己組織化ペプチドを含有する医療組成物を広く保護する特許を取得
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◆売上は対前年同期比で約91％の成長、計画を約24％上回った

◆特に米国消化器内視鏡領域での伸びが継続、上期に続き大きく成長

◆第２四半期の欧州に続いて、当第３四半期では米国の貢献利益が黒字化。日米

欧で営業部隊が利益貢献するフェーズに入った

◆当第３四半期の営業利益は計画を下回ったものの、前年同期比では赤字を約4

２％削減し、上期に引き続き赤字縮小に成功

◆炎症性腸疾患（IBD）に対する創傷治癒効果に関連する特許取得
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ご清聴ありがとうございました
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MIT発ベンチャー企業

⚫ 当社のコア技術である「自己組織化ペプチド技術」は、マサチューセッ

ツ工科大学（MIT）の研究者により、1990年代に発明された

⚫ 3-D Matrix（米国法人）はもともとはMITとMITのscientific 

foundersによって2001年に創業された

o Shuguang Zhang (Head, Molecular Architecture Group, MIT) 

o Alexander Rich (Professor, Biophysics, MIT and Harvard Medical 

School)

o Robert S. Langer (Professor, Chemical Engineering, MIT)

etc.
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コア技術「自己組織化ペプチド」

生理的条件下（人体内など）に置くことで、瞬時にナノファイバーを形成しゲル化するペプチド。
その三次元構造は天然の細胞外マトリックス（ECM、コラーゲンなど）と酷似しており、多数のヒトの細胞の増殖を
支える「足場素材」としての機能を持つ。シンプルな素材で複雑な機能を持たせることができるユニークな技術。

＜ハイドロゲル＞

10nm以下

生理的条件

＜ペプチドナノファイバー＞

中性pH

塩（Na+、K+など）

＜ペプチド分子＞

5nm

1.3nm

ゲル化

（自己組織化）
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項目 人工製品 自己組織化ペプチド 生物由来製品

安全性
（感染リスク）

狂牛病などのウイルスを含ま
ない。 〇 〇 ×

生体適合性
人体になじみ、炎症などを起
こさない。 × 〇 〇

生分解性
いずれ分解され、体外に排出
され、体内に残らない。 × 〇 〇

拡張性
用途に応じて、様々なバリ
エーションが作れる。 〇 〇 ×

品質の安定性
同じ品質で、大量に作れる。
ばらつきによる不具合が起
きない。

〇 〇 ×

例
ポリマー、セラミック、アパ
タイトなど

フィブリン、コラーゲン、ヒ
アルロン酸など

自己組織化ペプチドは、人工製品と生物由来製品の良さをあわせ持つ医療用途に適したバイオマテリアル。

「自己組織化ペプチド」の技術優位性
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医薬品の開発：臨床試験も長く、上市まで時間・コストがかかる。1つ1つ物質が違うため応用が効かない。

スクリーニング 臨 床 試 験 上市

フェーズI フェーズII フェーズIII

上市まで10年以上

医療機器としての開発： 上市までの開発コストが小さく、さらに適用拡大によりニーズの高い用途を継続追加。

アプリケーション探索 臨床試験
（1フェーズ）

上市まで3～4年

ペプチド技術

プラットフォーム

上市

適用拡大1～2年

止血材として
全身へ適用済

新機能追加

新機能追加

一般モデル
• ライセンスアウトが
必須

• 収益の大部分が外
部に流出

当社モデル
• 自社で上市まで可
能

• 既に全身で使われ
ているため適用拡
大が容易

• 収益のアップサイド
が全て当社に残る

自社開発製品のため、収益を可能な限り確保するモデル
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製品のグローバル展開

すでに日、米、欧それぞれに複数の上市製品を有し、事業リスクを分散。
先行地域の成功事例をほか地域に適用し、市場リスクを最小化。

■日本
・止血材：上市済み
・粘膜隆起材：上市済み

■米国
・癒着防止材（鼻）：上市済み
・止血材：上市済み
・後出血予防材：上市済み
・創傷治癒材：上市済み

■欧州およびCEマーク適用国
・止血材：上市済み
・後出血予防材：上市済み
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本資料は、株式会社スリー・ディー・マトリックス（以下、当社という）をご理解いただくために作成されたものであり、

投資勧誘を目的に作成されたものではありません。

本資料は当社の事業及び業界動向についての当社による現在の予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望

についても言及しています。 これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが内在しております。 既

に知られたもしくは今だに知られていないリスク、不確かさその他の要因が、将来の展望に対する表明に含まれる事

柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。当社は将来の展望に対する表明及び予想が正しいと約束するこ

とはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、更に悪いことも有り得ます。 

本資料における将来の展望に関する表明は、本資料の作成時点において当社が入手し得る情報を踏まえたものであ

り、法令または取引所規則により開示義務を負う場合を除き、将来の出来事や状況を反映して将来の展望に関する

いかなる表明の記載をも更新し、変更するものではありません。

本資料の取り扱いについて
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